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い
き
い
き
長
寿
者
紹
介

髙
須
　
武 

さ
ん 

92
歳
（
行
方
市
新
宮
）

紙面でご紹介させていただける長寿の方を募集しています。自薦、他薦は問いません。
ご連絡をお待ちしています。　　　　　　☎０２９９（３６）２０２０　総務企画係

　
髙
須
さ
ん
の
第
一
印
象
は
、
体
つ

き
も
し
っ
か
り
と
し
て
い
て
、
口
調

も
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。
90
歳
を

過
ぎ
た
高
齢
の
方
に
は
と
て
も
見
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
髙
須
さ
ん
は
、
新
宮
の
生
ま
れ
で

七
人
兄
弟
末
っ
子
、
分
地
を
さ
れ
武

さ
ん
で
三
代
目
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
昭
和
27
年
に

大
恋
愛
の
末
結
婚

を
し
、
娘
さ
ん
一

人
、
息
子
さ
ん
二

人
の
三
人
の
お
子

さ
ん
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
戦
争
が
終

わ
っ
て
何
も
な
い

時
代
で
大
変
だ
っ

た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
奥
さ
ん
は
、
米
寿
で
亡
く
な
ら
れ

た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
息
子
さ
ん

夫
婦
と
お
孫
さ
ん
一
人
の
四
人
暮
ら

し
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
　
私
の
一
日

　
毎
日
、
起
床
は
５
時
30
分
、
仏
壇

に
あ
げ
る
お
茶
、
自
分
の
朝
ご
は
ん

す
べ
て
自
分
で
用
意
し
ま
す
。
若
い

と
き
か
ら
包
丁
を
握
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
苦
に
は
な
ら
な
い
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
家
の
周
り
の
手
入
れ

や
、
庭
木
も
若
い
と
き
か
ら
す
べ
て

剪
定
を
し
て
い
ま
す
。
季
節
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
や
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
し
ま
う
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
　
趣
味
…
健
康
だ
か
ら
こ
そ
…
…

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
25
年
続
け
て
い

て
、
現
在
も
現
役
‼
週
に
4
日
ほ
ど

活
動
し
て
い
ま
す
。月
に
よ
っ
て
は
、

そ
れ
以
上
の
時
も
あ
る
そ
う
で
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
よ
り
、
健
康
功

労
賞
及
び
審
判
員
功
労
賞
を
数
年
前

に
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。（
左
下

写
真
）

　
ま
た
、
釣
り
好
き
で
も
あ
る
髙
須

さ
ん
、
時
に
は
足
を
延
ば
し
て
鹿
嶋

の
神
宮
橋
ま
で
自
分
で
運
転
を
し
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
釣
っ
て
き
た

魚
を
さ
ば
く
そ
う
で
す
。

　
家
に
い
て
は
人
と
話
す
こ
と
も
限

ら
れ
て
し
ま
う
が
、
外
に
出
る
こ
と

に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
が

で
き
る
の
で
楽
し
み
も
増
え
る
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
好
き
な
言
葉

「
人
は
た
だ
誠
の
道
を
歩
み
な
ば

祈
ら
ず
と
て
も　
神
は
守
る
」

　
こ
れ
を
信
念
に
し
て
い
る
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
真
の
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
!!
健
康

だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
す
。」
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
健
康
管
理
に
気
を
付
け

て
元
気
で
１
０
０
歳
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

同
席
を
い
た
だ

き
ま
し
た
娘
さ

ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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社協事業案内② ～ 相談支援事業～

こんなサービスあったんだ！

法律相談事業

弁護士による無料法律相談を毎月 1 回行っています

 ＊相談内容
　　土地問題、相続、離婚、金銭トラブル、
　　事故等について法律相談全般

＊相談方法
　　電話で事前に予約をして来所
　　受付は先着順です

＊相談時間
　　一人あたりの相談時間：20分以内

相談は無料 !!

秘密厳守 !!

月 日 曜日 場　　　所 開催時間

1 20 月 行方市地域包括支援センター 午前 10時～正午

2 3 月 行方市地域包括支援センター 午前 10時～正午

3 2 月 行方市地域包括支援センター 午前 10時～正午

＊ご予約・お問い合わせ先

日本司法支援センター　法テラスサポートダイヤル
電話　0570 － 078374

下記の場合などには
・社会福祉協議会による無料法律相談の予約が取れない
・相談日を待たずに専門的なアドバイス等を聞きたい

☝

（本　　　所）行方市玉造甲 478 － 1	 電話　0299 － 36 － 2020
（麻生出張所）行方市麻生 2744 番地 23	 電話　0299 － 80 － 6661

行方市社会福祉協議会

＊日　　程（令和元年度 1月～ 3月まで）
　　事務所移転に伴い、開催場所が行方市地域包括支援センターに変更となります
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　9月 25 日　（水）ザ・ヒロサワ・シティ会館（茨城県民文化セ
ンター）において、第 58回茨城県老人クラブ大会が開催され、地
域の老人クラブ会長として長期にわたって活動発展に尽力されてき
た２人の方が表彰を受けられました。
　大和田さんにおいては、長年、地元大宮神社の清掃活動を毎月の
定例会時に、そして、地域の伝統行事でもある神楽を、会員皆さん
の先頭に立ち活動をされてきました。会員が減少する中、長年続け
てきたものをなくしてはいけないと頑張られたそうです。また、白
鳥さんにおいては、会員健康増進のため自らシルバーリハビリ体操
を習ったり、布端切れを使って編んだ草履を文化祭で販売し、売上
金を社協へ寄付していただいたりと多彩な活動をされました。

　10月23日（水）那珂総合公園において、第
24回茨城県健康福祉祭いばらきねんりんス
ポーツ大会が開催されました。スポーツを通
じて健康の増進を図るとともに、地域間の交流
を深め明るく活力ある長寿社会づくりを目的
として毎年開催されています。この日は、天気
にも恵まれ県内各地より大勢の方々が参加され、行方市からも、クロッケー・ゲートボール・
ペタンク・輪投げ・グラウンドゴルフの各種目に出場し、日ごろの練習の成果を発揮して
いました。
　なかでも、ペタンクの部に出場した永寿会（小幡）が準優勝に輝きました。

　また、その他の競技は
惜しくも入賞とはなり
ませんでしたが、はつら
つとプレーされていま
した。選手の皆さんお
疲れ様でした。

ペタンクの部　準優勝に輝く

永寿会（小幡）チーム

 ペタンクの部準優勝　永寿会

 緊張の瞬間です 「ナイスプレー」準優勝につながりました

第58回茨城県老人クラブ大会
～長年の功績をたたえる～

全国大会に向けて
熱戦を繰り広げる !!

♦老人クラブ功労者 （左から）

　　大
お お わ だ

和田　　さん（第一玉雲会）
　　白

しらとり

鳥　和
か ず よ

代さん（上山老人クラブ）
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　社会福祉に功績のあった個人や団体が表彰される社会福祉大会、10月 25日（金）「ザ・
ヒロサワ・シティ会館」において開催予定となっておりましたが、台風 19号による県内
の甚大な被害により災害対応を優先するにあたり開催が中止となりました。
　今大会、行方市から社会福祉に携わる方の中から下記の方が表彰を受けました。
　表彰者の、これまでの功労への敬意と感謝を表すとともにますますのご活躍を祈念いた
します。

＜民生委員／児童委員＞　久
く ぼ た

保田  喜
よしひろ

裕 さん　　邉
へ た

田  茂
し げ お

雄 さん　　栁
やなぎまち

町  直
な お み

美 さん
＜社会福祉施設職員＞　　玉造第一保育園　　戸

と つ か

塚  京
きょうこ

子 さん　　　大
おおすぎ

杉  沙
さ お り

織 さん
　　　　　　　　　　　　玉造第二保育園　　安

や す だ

田  ひろみ さん　　今
いまよし

吉  文
ふ み こ

子 さん
　　　　　　　　　　　　玉造第三保育園　　杉

すぎやま

山  美
み き

貴 さん　　　坪
つ ぼ い

井  晶
あ き こ

子 さん
＜ホームヘルパー＞　　　行方市社会福祉協議会訪問介護事業所
　　　　　　　　　　　　大

おおぬき

貫  典
の り こ

子 さん　　方
か た ば み

波見  きよ枝
え

 さん　　菅
す が や

谷  文
ふ み こ

子 さん

表彰者　県社協会長表彰（順不同）

第69回 茨城県社会福祉大会

　台風19号通過後の10月21日、玉造地区は霞ヶ浦ふれあいランドをほぼ満員の41名参加
で出発しました。谷田部東PAで、麻生地区・北浦地区のバスと合流し、埼玉県に向いました。
　始めに、国宝妻沼聖天山歓喜院を参拝しました。ボランティアガイド「あうんの会」の方
の解りやすい案内で見学しました。日光東照宮を彷彿させる御本殿や貴惣門は、本格的装
飾建築で華麗な色彩の彫刻には目をみはりました。日本三大聖天の一つとされ、当時の農
民が永年に亘って浄財をだし続け、44年もかかって完成したというお話には感動しました。
　次に、群馬県の新田の庄という古民家風の洒落たお店で、郷土料理の「おきりこみうどん」
をいただきました。野菜とともに煮込んだ巾広いうどんはとてもおいしかったです。
　最後に、足利フラワーパークを見学しました。台風の影響で、泥水をかぶってしまった
お花の植え替えをしていました。入園できるようになったのは、前日の 20日とのことで
した。もうすぐイルミネーションも始まり、いつもの
足利フラワーパークが戻ってくると思います。
　会員同士の交流を深めることができ、とても楽しく有
意義な研修会でした。車中に於いては、台風19号の被
災者に対して募金がおこなわれ、参加者皆さんの善意と
して45, 094円が集まりました。私達のささやかな応
援です。早く復興されることをお祈り申し上げます。

ボランティア連絡協議会が
会員交流研修会を実施

ボランティア会員交流研修会に
参加して

更生保護女性会玉造支部 支部長　田口 芙美子
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　11月９日( 土) 行方ふれあいまつりにおいて、行方市ボラ
ンティア連絡協議会チャリティーバザーが開催されました。
　皆様のご支援、ご協力により 105,091 円を売り上げるこ
とができました。
　この売上金は、災害義援金として「令和元年台風第 19号」

で被災された地域へ送らせていただきました。
　市民の皆さんには、当バザーの趣旨をご理解いただき、善意による
多くの品物を提供していただきました。さらに、当日は多くの方にご
来場いただき、大盛況のうちにバザーを終えることができました。

　今後も行方市ボランティア連絡協議会にご支援とご協力をお願いします。
　この紙面をお借りして、お礼申し上げます。

※予備日について、雨天等により変更の場合がありますので、ご了承下さい。

令和元年度 歳末たすけあい事業実施日のご案内

麻生地区 12月４日（水） 予備日 12月11日（水）
玉造地区 12月５日（木） 予備日 12月12日（木）
北浦地区 12月６日（金） 予備日 12月13日（金）

歳末たすけあい事業実施予定表（各地区）　今年度の歳末たすけあ
い事業につきまして、各
地区の実施日が決まりま
したので、ご案内申し上
げます。

行方市ボランティア連絡協議会チャリティーバザー

ありがとう！

市営路線バスで行く地域の社会資源ツアー
生活支援体制整備事業

　令和元年 10月１日 (火 )、 谷島・浜区民の方 25名に参
加をいただき「市営路線バスで行く福祉施設見学会」を実
施しました。
　玉造庁舎より乗車し、なめがた地域医療センターで乗り
換え、あそう温泉白帆の湯へ向かいました。
　あそう温泉白帆の湯では、市営路バス・介護保険制度に
ついての研修を行いました。午後からは福祉バスに乗り換
え特別養護老人ホーム玉寿荘を訪問し完成間もない施設の
見学や坂本理事長より施設の概要を説明いただきました。
　参加された皆様のご意見（アンケート）として市営路線
バス・介護保険ともわかったつもりだった……実際に研修
を受けると気づくことがとても多くこれからの生活に直結していることだとあらため
て気づかれる方が多くいらっしゃいました。これからも社会福祉協議会は地域と協力
し事業を計画してまいります。

みなさまの善意を被災地へ
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〒311―3512	 行方市玉造甲478―1
		  社会福祉法人行方市社会福祉協議会　職員採用係申込先・問い合わせ

　行方市社会福祉協議会から、ひとり親家庭（母子家庭、父子家
庭）のお子様に入学祝品（小学校は紅白帽や体操服など、中学校
は体操服など）をお贈りします。該当児童・生徒の保護者の方は、
お子様の氏名、性別、生年月日、体操服のサイズ、保護者名、住所、
連絡先をご連絡下さい。２月中旬ごろにお届け致します。

小学校・中学校新入学祝い品の贈呈令和２年度

申込締切　令和２年１月 10 日（金）

＊募集する職種
　介護福祉士　１名
　仕事の内容：訪問介護に関わること
　　　　　　　（サービス提供責任者候補）
＊採用日
　令和２年４月１日
＊勤務地
　社会福祉法人行方市社会福祉協議会麻生出張所
＊受験資格　次の①～④をすべて満たす方
　①平成元年４月２日以降に生まれた方
　　※［年齢制限理由］長期勤続によるキャリ

アの形成を図る観点から、若年者等を期
間の定めのない労働契約の対象として募
集・採用するものです。

　②令和２年４月１日から勤務可能な方
　③介護福祉士の資格を取得している方
　　（資格取得見込可）
　④普通自動車運転免許を取得し、実際に車を
運転できる方

　　（普通自動車運転免許取得見込可）
＊試験日程
　・第１次試験　令和２年１月26日（日）
　　　　　　　　教養試験・職場適応性検査
　・第２次試験　令和２年２月中旬（予定）
　　　　　　　　面接試験

＊応募方法
　提出書類
　①最終学歴の卒業（見込）証明書
　②資格を証明する書類の写しまたは資格取得
見込証明書

　③履歴書、黒のボールペンを使用し自筆によ
り楷書で記入

　④受験票添付用写真（40ｍｍ×30ｍｍ）
　⑤受験票送付用封筒１枚
　　定形：長形３号（縦235ｍｍ×横120ｍｍ）

の封筒に受験者本人の氏名及び住所
を記載のうえ、244円切手を貼付の
こと

＊待遇
　①勤務時間：
　　　午前８時30分から午後５時15分
　②基本給：
　　　187, 200円（大学卒）、167, 200円（短

大・専門学校卒）、153, 000円（高校卒）
職歴がある場合は、一定の基準により加
算

　③休日：
　　　土曜日・日曜日、祝日、年末年始（12/ 29

～１/ ３）ただし、職員の交代制により土曜
日・日曜日または祝日等に勤務する日あり

【受付期間】12月 16日（月）～令和２年１月 10日（金）
※持参の場合は午前８時30分～午後５時（土・日・祝日・12/28～１/５を除く）

職員採用試験のお知らせ

※採用試験実施要項は、行方市社会福祉協議会ホームページに掲載しています。

この事業は赤い羽根共同募金配分金により実施しております。



社協だより

　令和元年8月1日から10月31日までに善意をおよせいただいた方々
をご紹介いたします。皆様からの善意は行方市のさまざまな福祉活動に
使わせていただいております。
　皆様からの温かいご寄付に心より感謝申し上げます。

　視覚障害など目の不自由な方へ朗読ボラン
ティアの方が朗読した「社協広報紙　あおぞ
ら」や「市報　なめがた」をお届けしています。
　希望される方は行方市社会福祉協議会へお
申込みください。

皆様からの寄附金・預託金（順不同・敬称略）

寄附金
預　託　者　名 金額（円） 指定先

麻生地区カラオケ連合会 54,400 無指定
鹿行地域労福協 10,000 無指定
阿須間謙三 20,000 無指定
根本征樹 20,000 無指定
行方市ゴルフ連盟 125,501 無指定
行方市商工会 40,500 無指定
行方ライオンズクラブ 30,000 無指定

　行方市社会福祉協議会本所・居宅介護支援事業所・訪問介
護事業所（玉造）・障害者相談支援事業所は、行方市地域包括
支援センター（旧玉造保健センター）へ移転します。新たな
事務所で職員一同、皆様への福祉サービスの充実に努めて参
りますので何卒よろしくお願いいたします。

移転先住所：行方市玉造甲 478－ 1
　　　　　　（行方市地域包括支援センター内）
　　　電話：０２９９－３６－２０２０
　　　FAX：０２９９－５５－４５４５
　　　　　　（電話番号、FAX番号は変更ありません）

行方市社会福祉協議会 本所　事務所移転のお知らせ
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12月16日（月）より新事務所での
業務となります。

行方市善意銀行

四つ葉会 5,000 円
行方市ボランティア連絡協議会（会員交流研修会時） 45,094 円
行方市ボランティア連絡協議会（チャリティーバザー） 105,091 円
石橋展子 2,441 円

行方ふれあいまつり 10,553 円
行方市シルバー人材センター 16,650 円
行方市社会福祉協議会設置募金箱 9,572 円
匿　　名 2,423 円

退公連 ライオンズクラブ行方市商工会行方ゴルフ連盟

物品寄附
預　託　者　名 預託品 指定先

茨城県退職公務員連盟
行方・潮来支部 タオル964本 福祉施設

令和元年台風 19 号災害義援金（順不同・敬称略）　～令和 2年 1月 31日まで受付けています。～
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委員長
　磯山　正子
副委員長
　熊谷　一男

委員
　金井　裕子
　菅谷　京子
　平山　寛児

代々城　千尋
髙栁　利子
大原　　孝

横田　照実
漢那　浩子

　度重なる天災で壊れてしまったビニールハウスの片
付けをしていると、思いがけずスイカを発見 !!  義母曰
く、去年の種から勝手に育ったのだろうと…。こんな
にも豊かな郷でありながら、消滅可能性都市といわれ
る行方市。人口減少に歯止めがかからない原因のひと
つに、公共交通の不便さがあるよう感じます。
　陸の孤島と言われたこの街にも市営バスが走り始め
ましたが、乗客の姿はほとんどなく、「無駄なバスを走
らせるのではない」という声も耳にします。しかし、

公共交通が便利になることで、年配者や子どもたちにも暮
らしやすい街になり、新たな移住者も見込めるはず。私自

身まだバスを使わずおりますが、高齢者の事故がクローズ
アップされ免許返納を余儀なくされることは自らにも迫り
つつある問題です。また、ひとりで公共機関を利用できる
都会の子どもと親の送迎なしでは動けない子ども、未来あ
る子どもたちの成長のために、そして進む温暖化に少しで
も歯止めをかけるためにも、どうしたらバスを利用するよ
うになるのか、住民である私たち一人ひとりが目を向け、
知恵を絞る必要性を感じます。
　ちなみに…市営路線バスの一日乗車券 (500 円 ) の利用
で、デマンドタクシー 1回が無料で利用できるそう。是非
お財布にも地球にも優しい生活を。	 横田照実
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